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第
７
章

　史跡指定地内の大部分は公有化が図られているが、一方で「山形県立朝日少年自然の家」による利用がなさ

れ、町においてもナラ枯れの対策や観光地としての活用がなされている。

　教育委員会が主体となる史跡の管理、整備・活用は、これらの取組みと調整を図り、連携する必要がある。

　史跡を主管する教育委員会以外が主体となる事業で、ナラ枯れ対策など町全体の計画の中で進められている

事業は、従来の位置付けのまま進めることとし、教育委員会では史跡に対する影響の確認と価値の保全面から

調整を図る。

　ソフト的な自然の家による活用や観光ボランティアガイドによる案内などは、教育委員会から調査成果の情

報や、史跡を案内・活用するツールを提示し、各団体の活動と史跡両方が利益を得るような連携を検討する。

　住民の参加については、平成 26 年度までのワークショップ内で、仮設案内板の設置や草刈りなど管理の体

験を行って、それをもとに平成 27 年度に史跡との関わり方を検討し、平成 28 年度に史跡の管理や活用事業

に住民が参画するような体制、組織づくりを進める。

　左沢楯山城跡を重要な構成要素とする「左沢と最上川の流通往来の景観」は、平成 24 年度に重要文化的景

観の選定申出を予定している。また、史跡の周辺には大江氏関連の歴史や中世城館跡、文化財や遺跡など、史

跡の活用における資源が存在する。

　ワークショップ等の取組みや、史跡も含めた文化的景観の取組みでは、これらの資源のネットワーク化や、

他の資源と連携できるような体制を検討する。

第２節　体制の整備
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大江町史跡公園の設置及び管理に関する条例

資　　料　１

( 平成 22 年 9 月 17 日条例第 21 号 )

( 目的 )

第 1 条　この条例は、郷土の貴重な史跡を歴史遺産として保存と活用を図り、文化的生活の向上に寄与する

　ため、大江町史跡公園（以下「史跡公園」という。）の設置及び管理に関し必要な事項を定めることを目的

　とする。

( 名称及び位置 )

第 2 条　史跡公園の名称及び位置は、次のとおりとする。 

　名称　左沢楯山城史跡公園

　位置　大江町大字左沢字元屋敷 48 番地外

　　　　　　　同　　　字裏山 1401 番地の 1

　　　　　　　同　　　字楯山 1436 番地外

( 管理 )

第 3 条　史跡公園は、大江町教育委員会（以下「教育委員会」という。）が管理する。

( 行為の制限 )

第 4 条　史跡公園において次に掲げる行為をしようとするものは、教育委員会の許可を受けなければならない。

　(1)　物品の販売、募金、その他これらに類する行為をすること。

　(2)　張り紙若しくは張り札をし、又は広告を表示すること。

　(3)　史跡公園の全部又は一部を独占して使用するとき。

　(4)　その他制限をすることが必要と認められる行為をするとき。

　2　前項の許可を受けたものが、許可を受けた事項を変更しようとするときは、教育委員会の許可を受けな

　　ければならない。

　3　第 1 項の許可を受けたものは、許可された権利を他人に譲渡若しくは転貸してはならない。

　4　教育委員会は、第 1 項の許可に史跡公園の管理上必要な範囲内で条件を付することができる。

( 行為の禁止 )

第 5 条　史跡公園において次に掲げる行為をしてはならない。

　(1)　公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害すること。

　(2)　施設を損傷し、又は汚損すること。

　(3)　竹木を伐採し、又は土石若しくは植物を採取すること。

　(4)　土地の形質を変更すること。

　(5)　その他禁止することが必要と認められる行為をすること。

( 利用の禁止又は制限 )

第 6 条　教育委員会は、史跡公園の損壊その他の理由により、その利用が危険であると認められる場合にお

　いては、史跡公園を保全し、又はその利用者の危険を防止するため、区域を定めて史跡公園の利用を禁止し、

　又は制限することができる。
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( 許可の取消し等 )

第 7 条　教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、第 4 条の規定による許可を取り消し、

　その効力を停止し、若しくはその条件を変更し、又は行為の中止、原状回復若しくは史跡公園からの退去を

　命ずることができる。

　(1)　この条例の規定に違反したとき。

　(2)　許可に付した条件に違反したとき。

　(3)　偽りその他不正な手段により許可を受けたとき。

　(4)　史跡公園の管理上支障があると認めるとき。

　(5)　前各号に掲げるもののほか、公益上やむを得ない必要が生じたとき。

( 損害賠償 )

第 8 条　史跡公園を利用するものは、その責めに帰すべき理由により公園の施設を滅失し、又は損傷したと

　　　きは、これを原状に回復し、又はこれに要する費用を負担しなければならない。

( 委任 )

第 9 条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

附　則

　この条例は、平成 22 年 10 月 1 日から施行する。

大江町史跡公園の設置及び管理に関する条例施行規則

( 平成 22 年 9 月 30 日教委規則第 3 号 )

( 目的 )

第 1 条　この規則は、大江町史跡公園（以下「史跡公園」という。）の設置及び管理に関する条例（平成 22

　年条例第 21 号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めることを目的とする。

( 行為の制限 )

第 2 条　条例第 4 条第 1 項第 1 号に規定するその他これらに類する行為及び、第 4 号に規定するその他制限

　をすることが必要と認められる行為は、次に掲げるものとする。

　(1)　業として写真又は映画を撮影すること。

　(2)　興行を行うこと。

　(3)　競技会、展示会、集会その他これらに類する催しを行うこと。

　(4)　打ち上げ花火など火災を発生させるおそれがある行為をすること。

　(5)　その他教育委員会が史跡公園の管理上支障があると認める行為をすること。
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( 行為の許可申請 )

第 3 条　条例第 4 条第 1 項各号に掲げる行為の許可を受けようとするもの（以下「申請者」という。）は、行

　為の許可申請書（別記様式第 1 号。以下「申請書」という。）をあらかじめ大江町教育委員会（以下「教育

　委員会」という。）に提出しなければならない。

　2　条例第 4 条第 2 項による行為の変更許可を受けようとするものは、行為の許可（変更）申請書（別記様

　　式第 1 号。以下「変更申請書」という。）をあらかじめ教育委員会に提出しなければならない。ただし、

　　教育委員会が行為の変更内容を軽易なものと認めるときは、この限りでない。

( 許可等の通知 )

第 4 条　教育委員会は、前条第 1 項の申請書の提出があった場合はこれを審査し、行為の許可の可否を決定

　したときは、行為の決定通知書（別記様式第 2 号。以下「決定通知書」という。）により、申請者に通知する。

　2　教育委員会は、前条第 2 項の変更申請書の提出があった場合はこれを審査し、行為の変更許可の可否を

　　決定したときは、変更行為の決定通知書（別記様式第 2 号。以下「変更決定通知書」という。）により、

　　　申請者に通知する。

( 行為の取止め )

第 5 条　前条により許可を受けたものが許可を受けた行為を取止めしよとするときは、行為取止め届出書（別

　記様式第 3 号）を教育委員会に提出しなければならない。

( 行為の禁止 )

第 6 条　条例第 5 条第 1 項第 5 号に規定するその他禁止をすることが必要と認められる行為は、次に掲げる

　ものとする。

　(1)　鳥獣類を捕獲、又は殺傷すること。

　(2)　ごみ、その他汚物を捨てること。

　(3)　地面でじかに火気を使用すること。

　(4)　その他教育委員会が史跡公園の管理上支障があると認める行為をすること。

( 利用の禁止又は制限の掲示 )

第 7 条　教育委員会は、条例第 6 条の規定により史跡公園の利用を禁止し、又は制限しようとするときは、　

　利用を禁止又は制限する区域及び事由その他必要と認める事項を史跡公園の見やすい場所に掲示する。

( 許可の取消し等 )

第 8 条　教育委員会は、条例第 7 条の規定に基づき許可を取り消し、その効力を停止し、若しくはその条件

　を変更し、又は行為の中止、原状回復若しくは史跡公園からの撤去を命ずるときは、許可取消等命令書（別

　記様式第 4 号）により許可を受けたものに通知する。

( 損害賠償 )

第 9 条　条例第 8 条に規定する費用は、教育委員会が決定する。

( 委任 )

第 10 条　この規則の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。

　　附　則

　この規則は平成 22 年 10 月 1 日から施行する。



資　料

史跡左沢楯山城跡整備検討委員会

委　員　　吉　野　　智　雄　

凡　例

１　本目録は、平成 21 年８月～平成 22 年５月に実施した現地調査の結果、区域に自生する種子植物（シダ

　　植物を含む）を確認した種を記した。

２　分類方式・学名・和名は『新版山形県の植物誌』結城嘉美著　1992 を参考にした。

３　調査区域

　　Ａ：八幡座・蛇沢　　Ｂ：北外郭　　Ｃ：八幡平・楯山公園　　Ｄ：鉄砲場・千畳敷

４　調査日・調査者

　　平成 21 年８月 18 日（吉野　智雄、小笠原俊彦、金山　耕三、菊地　泰子）

　　平成 21 年８月 20 日（吉野　智雄、金山　耕三、菊地　泰子）

　　平成 22 年５月 17 日（吉野　智雄、京谷　潤、菊地　泰子）

　　平成 22 年５月 18 日（吉野　智雄、櫻井　洋志、菊地　泰子）

５　植生目録について（標記）

　　平成 21 年の調査で確認された種には○印を、

　　平成 22 年の調査で確認された種には●印を付した。

　　また貴重種には◎を付した。また無印は分布を見逃したと思われる種を記した。植栽樹木には、太字を付

　　した。

資　　料　２

史跡左沢楯山城跡

植　生　目　録

PTERIDOPHYTA　シダ植物
A B C D

イワヒバ科　Selaginellaceae
クラマゴケ　Selaginella remotifolia Spring

ゼンマイ科　Osmundaceae
○ ○ ○ ○ ゼンマイ　Osmunda japonica Thunb.

ワラビ科　Pteridaceae
● クジャクシダ　Adiantum pedatum L.

○ ○ ワラビ　Pteridium aquillinum(L.)Kuhn.var.latiusculum(Desv.)Und.ex Heller
オシダ科　Aspidiaceae

○ ホソバナライシ　Arachniodes borealis Serizawa
○ ○ リョウメンシダ　A.standishii(Moore)Ohwi.
● ヤマヤブソテツ　Cyrtomium fortunei J.Sm.var clivicola(Makino)Tagawa.
○ ○ シケシダ　Deparia japonica(Tuhnb.)M.Kato
○ イヌガンソク　Matteuccia orientalis(Hook.)Trev.
○ ○ サカゲイノデ　Polystichum retroso-paleaceum(Kodama)Tagawa

● ジュウモンジシダ　P.tripteron(Kunze)Presl
シシガシラ科　Blechnsceae

○ ○ ○ シシガシラ　Struthiopteris niponica(Kunze)Nakai
チャセンシダ科　Aspleniaceae

● コタニワタリ　Asplenium scolopendrium L..



資　料

PERMATOPHYTA　種子植物
GYMNOSPERMAE　裸子植物

A B C D
マツ科　Pinaceae

○ カラマツ　Larex leptolepis Gordon.
○ アカマツ　Pinus densiflora Sieb. Et Zucc.

スギ科　Taxodiaceae
○ ○ ○ スギ　Cryptomeria japonica(L..f.)D.Don

ヒノキ科　Cupressaceae
○ ヒノキ　Chmaecyyparis obtusa Sieb.et Zucc.

イヌガヤ科　Cephalotaxaceae
○ ハイイヌガヤ　Cephalotaxus harringtonia(Knight)K.Koch var. nana(Nakai)Rehder

ANGIOSPERMAE　被子植物
Dicotyledoneae　双子葉植物

離弁花類　Choripetalae
A B C D

クルミ科　Juglandaceae
○ ○ ○ ○ オニグルミ　Juglans mandshurica Maxim.Subsp.Sieboldiana(Maxim.)Kitam.

ヤナギ科　Salicaceae
● ヤマナラシ　Populus seiboldii Miq.

● ヤマネコヤナギ　Salix bakko Kimura
○ ○ キツネヤナギ　S.vulpina Anders.

カバノキ科　Betulaceae
サワシバ　Carpinus cordata Blume

● ○ アカシデ　C.laxiflora(Seib.Et Zucc)Blume
● ○ ツノハシバミ　Corylus sieboldiana Blume

ブナ科　Fagaceae
○ ○ ○ ○ クリ　Castanea crenata Sieb.et Zucc.
○ ○ クヌギ　Quercus actissima Carr.
● ミズナラ　Q.crispula Blume
○ ○ ○ ○ コナラ　Q.serrata Thunb.Ex Murray

ニレ科　Ulmaceae
○ ○ ○ エゾエノキ　Cltis jessoensis Koidz.

○ ケヤキ　Zelkova serrata(Thunb.)Makino
クワ科　Moraceae

○ ○ カナムグラ　Humulus japonicus Sieb.Et Zucc.
カラハナソウ　H.lupulus L. var.cordifolius(Miq.)Maxim.

○ ○ ヤマグワ　Morus australis Poiret
イラクサ科　Urticaceae

○ ○ アカソ　Boehmeria.Tricuspis(Hance)Makino
● ウワバミソウ　Elatostema umbellatum Blume Var.majus Maxim.

ミヤマイラクサ　Laportea macrostachya(Maxim.)Ohwi
カテンソウ　Nanocnide jaonica Blume

ビャクダン科　Santalaceae
ツクバネ　Buckleya lanceolata(Sieb.Et Zucc.)Miq.

● カナビキソウ　Theaium chinense Turca.
タデ科　Polygonaceae

○ ○ ○ ミズヒキ　Antenoron filiforme(Thunb.)Roberty et Vautier
○ オオツルイタドリ　Fallopia dentato-alata(Fr.Schm.)Holub

ハナダテ　Persicaria yokusaiana(Makino)Nakai
○ ママコノシリヌグイ　P.senticosa(Meijsn.)H.Gross
○ ○ ○ ミゾソバ　P.thunbergii(Seib.et Zucc.)H.Gross
○ オオミゾソバ　P.var.hastatotrioloba Miyabe
○ ● ケイタドリ　Reynoutria japonica Houtt var.uzenensis Honda
○ ○ ○ オオイタドリ　R.sachalinensis(Fr.Schm.)Nakai
● ● スイバ　Rumex acetosa L.

ナデシコ科　Caryophyllaceae
● ミミナグサ　Cerastium holosteoides Fries var.hallaisanense(Nakai)Mizusima

● ウシハコベ　Stellaria aquatica(L.)Scop.
● ● ハコベ　S.media(L.)Villars
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A B C D ヒユ科　Amaranthaceae
○ ○ ヒナタイノコズチ　Achyranthes bidentata Blume var.tomentosa(Honda)Hara

モクレン科　Magnoliaceae
○ ○ ○ ホオノキ　Magnolia obovata Thunb.
● ○ ● ● キタコブシ　M.praecocissima Koidz.Var.borealis(Sarg.)Koidz.

● タムシバ　M.salicifolia(Sieb.et Zucc.)Maxim.
クスノキ科　Lauraceae

○ ○ ● オオバクロモジ　Lindera umbellata Thunb.var.membranacea(Maxim.)Momiyama ex Hara et Mizusima
アブラチャン　Parabenzoin praecox(Sieb.et Zucc.)Nakai

キンポウゲ科　Ranunculaceae
● ● フクジュソウ　Adonis amurensis Redel et Radd.

キクザキイチリンソウ　Anemone pseudo-altaica Hara
○ ボタンヅル　Clematis apiifolia DC.

● ● アキカラマツ　Thalictrum minus L.var.Hypoleucum(Sieb.et Zucc.)Miq.
メギ科　berberidaceae

● ● キバナイカリソウ　Epimedium cremeum Nakai
アケビ科　Lardizabalaceae

● ● ゴヨウアケビ　Akebia × pentaphylla Makino
○ ○ ● ミツバアケビ　A.trifoliata(Thunb.)Koidz.

ドクダミ科　Saururaceae
● ドクダミ　Houttuynia cordata Thunb.

センリョウ科　Chloranthaceae
ヒトリシズカ　Chloranthus japonicua Sieb
フタリシズカ　C.serratus(Thunb.)Roem.et Schult.

ウマノスズクサ科　Aristolochiaceae
● ● ウスバサイシン　Asiasarum sieboldii(Miq.)F.Maekawa.

マタタビ科　Actinidiaceae
マタタビ　Actinidia poygama(Sieb.et Zucc.)Planch.ex Maxim.

オトギリソウ科　Guttiferae
○ ● オトギリソウ　Hypericum erectum Thunb.

ケシ科　Papaveraceae
● ● クサノオウ　Chelidonium majus L.var.asiaticum(Hara)Ohwi
● ● エゾエンゴサク　Corydalis ambigua Cham.et Schlecht
● ● ムラサキケマン　C.(Thunb.)Pers.
● タケニグサ　Macleaya cordata(Willd.)R.Br.

アブラナ科　Cruciferae
● ● ナズナ　Capsella bursa-pastoris(L.)Medicus
● ● タネツケバナ　Cardamine flexuosa With
● コンロンソウ　C.leucantha(Tausch)O.E.Schulz

マンサク科　Hamamelidaceae
● ● マルバマンサク　Hamamelis japonica Sieb.et Zucc.var.obtusata Matsum.

ベンケイソウ科　Crassulaceae
キリンソウ　Sedum aizoon L.var.floribundum Nakai

ユキノシタ科　Saxifragaceae
● ● トリアシショウマ　Astilbe thunbergii(Sieb.et Zcc.)Miq.var.congesta H.Boiss

● ネコノメソウ　Chrysosplenium grayanum Maxim.
○ ○ ○ ● ウツギ　Deutzia crenata Sieb.et Zucc.

エゾアジサイ　Hydrangea macrophylla(Thunb.ex Murray)Ser.subsp.serrata(Thunb.)Makino var.　　　
　　　　　　　megacarpa Ohwi
ウリウツギ　H.paniculata Sieb.

● ● イワガラミ　Schizophragme hydrangeoides Sieb.et Zucc.
バラ科　Rosaceae

○ ○ キンミズヒキ　Agrimonia pilosa Ledeb.var.japonica(Miq.)Nakai.
● ヤマブキショウマ　Aruncus dioicus(Walt.)Fern.var.tenuifolius(Nakai)Hara

○ ダイコンソウ　Geum japonicum Thunb.
● ヤマブキ　Kerria japonica(L.)DC

● ミズ　Malus toringo(Sieb.)Sieb.ex.Vriese.
● ケカマツカ　Pourthiaea villosa(Thunb.)Decne var.zollingeri(Decne)Nakai
○ ○ オクチョウジザクラ　Prunus apetala(Sieb.et Zucc.)Franch.et Sav.var.pilosa(Koidz.)Wilson
○ ○ ○ ○ イヌザクラ　P.buergeriana Miq.
○ ○ ● ○ ウワミズザクラ　P.grayana Maxim.
● ○ オオヤマザクラ　P.sargentii Rehd.
○ ○ ○ カスミザクラ　P.verecunda(Koidz.)Koehne

○ ○ ○ ソメイヨシノ　P.yedoensis Matsum.
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○ ○ ノイバラ　Rosa multiflora Thunb.

● クマイチゴ　Rubus crataegifolius Bunge
● モミジイチゴ　R.palmatus Thunb.var.coptophyllus(A.Gray)O.Kuntze
○ ナワシロイチゴ　R.parvifolius L.

○ ○ アズキナシ　Sorbus alnifolia(Sieb.et Zucc.)C.Koch
ウラジロノキ　S.japonica(Decne.)Hedl.
コゴメウツギ　Stephanandra incisa(Thunb.)Zabel

マメ科　Leguninosae
○ ○ ネムノキ　Albizia julibrissin Durazz.

○ ヤブマメ　Amphicarpaeabracteata(L.)Fern.subsp.edgeworthii(Benth.)Ohashi var.japonica(Oliv.)Ohashi
○ ヌスビトハギ　D.esmodium podocarpum DC.subsp.oxyphyllum(DC.)Ohashi

○ ● ヤマハギ　Lespedeza bicola Turcz.
○ ● イヌエンジュ　Maackia amurensis Rupr.et Maxim.subsp.buergeri (Maxim.)Kitam.
○ ○ ○ クズ　Pueraria lobata(Willd.)Ohwi
● ● ナンテンハギ　Vicia unijuga A,Br.

○ ○ フジ　Wisteria floribunda(Willd.)DC.
ユズリハ科　Daphniphyllaceae

エゾユズリハ　Daphniphyllum macropodum Miq.var.humile(Maxim.)Rosenth
ミカン科　Rutaceae

○ サンショウ　Zanthoxylum piperitum(L.)DC.
● ヤマアラクササンショウ　Z.piperitum(L.)DC.form.brevispinosum Makino

ニガキ科　Picrasma quassioides(D.Don)Benn.
ウルシ科　Anacardiaceae

ツタウルシ　Rhus ambigua Lavall.ex Dipp.
○ ○ ヌルデ　R.javanica L.
○ ○ ○ ヤマウルシ　R.trichocarpa Miq.
○ ● ウルシ　R.verniflua Stokes

カエデ科　Aceraceae
○ ミツデカエデ　Acer cissifolium(Sieb.et Zucc.)K.Koch

○ ○ カラコギカエデ　A.ginnala Maxim.
● ハウチワカエデ　A.japonicum Thunb.

○ ○ ヤマモミジ　A.palmatum Thunb.subsp.matsumurae Koidez.
○ ● ウリハダカエデ　A.rufinerve Sieb.et Zucc.

トチノキ科　Hippocastanaceae
トチノキ　Aesculus turbinata Blume

アワブキ科　Sabiaceae
アワブキ　Meliosma myriantha Sieb.et Zucc.

モチノキ科　Aquifoliaceae
○ ○ ハイイヌツゲ　Ilex crenata Thunb.var.paludosa(Nakai)Hara

アオハダ　I.macropoda Miq.
ニシキギ科　Celastraceae

● ○ ○ ツルウメモドキ　Celastrus orbiculatus Thunb.
○ コマユミ　Euonymus alatus(Thunb.)Sieb.form.ciliato-dentatus(Franch.et Sav.)Hiyama

● ツルマサキ　E.fortunei(Turcz.)Hand.-Mazz.var.radicans(Seib.)Rehd.
● ツリバナ　E.oxyphyllus Miq.

ミツバウツギ科　Staphyleaceae
ミツバウツギ　Staphylea bumalda(Thunb.)DC.

クロウメモドキ科　Rhamnaceae
○ ● クマヤナギ　Berchemia racemosa Sieb.et Zucc.
○ ○ ケンポナシ　Hovenia dulcis Thunb.
○ ○ ● クロウメモドキ　Rhamnus japonica Maxim.var.decipiens Maxim.

ブドウ科　Vitaceae
○ ヤブガラシ　Cayratia japonica(Thunb.)Gagn.

ツタ　Parthenocissus tricuspidata(Sieb.et Zucc.)Planch.
ヤマブドウ　Vitis coignetiae Pulliat ex Planch.

シナノキ科　Tiliaceae
オオバボダイジュ　Tilia maximowicziana Shirasawa

スミレ科　Violaceae
● ● タチツボスミレ　Viola grypoceras A.Gray

キブシ科　Stachyuraceae
● キブシ　Stachyurus praecox Sieb.et Zucc.

ウリ科　Cucurbitaceae
○ キカラスウリ　Trichosanthes kirilowii Waxim.var.japonica(Miq.)Kitam.
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アカバナ科　Onagraceae

○ ○ ミズタマソウ　Circarea mallis Sieb.et Zucc.
ウリノキ科　Alangiaceae

ウリノキ　Alangium platanifolium(Sieb.et Zucc.)Harms var.trilobum(Miq.)Ohwi
ミズキ科　Cornaceae

○ ○ ○ ヒメアオキ　Aucuba japonica Thunb.var.borealis Miyabe et Kudo
● ヤマボウシ　Benthamidia japonica(Sieb.et Zucc.)Hara

ハナイカダ　Helwingia japonica(Thunb.)F.G.Dietrich
○ ○ ○ ○ ミズキ　Swida controversa(Hemsl.)Sojak

● クマノミズキ　S.macrophylla(Wall.)Sojak
ウコギ科　Araliaceae

○ ○ ○ コシアブラ　Acanthopanax sciadophylloides Franch.et Sav.
○ ● ウコギ　A.spinosus(L.f.)Miq.

○ ウド　Aralia cordata Thunb.
○ タラノキ　A.elata(Miq.)Seem.

○ ● タカノツメ　Evodiopanax innovans(Sieb.et Zucc.)Nakai
キヅタ　Hedera rhombea(Miq.)Bean

● ○ ○ ○ ハリギリ　Kalopanax pictus(Thunb.)Nakai
セリ科　Umbelliferae

● シャク　Anthriscus aemula Schischkin
● ミツバ　Cryptotaenia japonica Hassk.

● オオハナウド　Heracleum dulce Fisch
○ チドメグサ　Hydrocotyle sibthorpioides Lam.
● セリ　Oenanthe javanica(Blume)DC.
○ ウマノミツバ　Sanicula chinenisis Bunge

● ヤブジラミ　Torillis japonica(Houtt.)DC.

合弁花類　SYMPETALAE
A B C D

リョウブ科　Clethraceae
○ ○ ○ リョウブ　Clethra barbinervis Sieb.et Zucc.

イチヤクソウ科　Pyrolaceae
○ イチヤクソウ　Pyrola japonica Klenze

ツツジ科　Ericaceae
◎ イワナシ　Epigaea asiatica Maxim.

○ コシノハナヒリノキ　Leucothoe grayana Maxim.var.hypoleuca Nakai
○ ハナヒリノキ　L.var.oblongifolia(Miq.)Ohwi
○ ○ ウラジロヨウラク　Menziesia multiflora Maxim.

ムラサキヤシオツツジ　Rhododendron albrechtii Maxim.
レンゲツツジ　R.japonica(A.Gray)Suring

○ ○ ○ ヤマツツジ　R.obtusum(Lindl.)Planch.var.kaempferi(Planch.)Wilson
○ ホツツジ　Tripetaleia paniculata Sieb.et Zucc.
○ アクシバ　Vaccinium japonicum Miq.
○ ナツハゼ　V.oldhamii Miq.

オオバスノキ　V.smallii A.Gray.
ヤブコウジ科　Myrsinaceae

● ○ ● ヤブコウジ　Ardisia japonica(Thunb.)Blume
サクラソウ科　Primulaceae

オカトラノオ　Lysimachia clethroides Duby
○ ● コナスビ　L.japonica Thunb.

カキ科　Ebenaceae
○ ○ カキ　Diospyros kaki Thunb.

エゴノキ科　Styracaceae
○ ○ ○ エゴノキ　Styrax japonicus Sieb.et Zucc.

○ ハクウンボク　S.obassia Sieb.et Zucc.
モクセイ科　Oleaceae

○ ○ ○ コバノトネリコ　Fraxinus lanuginosa Koidz.form.serratta(Nakai)Murata
リンドウ科　Gentianaceae

リンドウ　Gentiana scabra Bunge var.buergeri(Miq.)Maxim.
● フデリンドウ　G.zollingeri Fawc.
● ツルリンドウ　Tripterospermum japonicum(Sieb,et Zucc.)Maxim.

ガガイモ科　Asclepiadaceae
○ ガガイモ　Metaplexia japonica(Thunb.)Makino
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アカネ科　Rubiaceae

○ クルマバソウ　Asperula odorata L.
● ヤエムバソウ　Galium spurium L.echinospermon(Wallr.)Hayek
● ○ ツリアリドオシ　Mitchella undulata Sieb.et Zucc
○ ○ ヘクソカズラ　Paederia scandens(Lour.)Merrill
○ ● アカネ　Rubia argyi(Lev.et Van.)Hara.

ヒルガオ科　Convolvulaceae
○ ○ ネナシカズラ　Cuscuta laponica Choisy

ムラサキ科　Boraginaceae
● ホタルカズラ　Lithospermum zollingeri DC.
● キュウリグサ　Trigonotis peduncularis(Trev.)Benth.

クマツヅラ科　Verbenaceae
○ ○ ムラサキシキブ　Callicarpa japonica Thunb.

クサギ　Clerodendron trichotomum Thunb.
シソ科　Labiatae

● キランソウ　Ajuga decumbens Thunb.
● ナギナタコウジュ　Elsholtzia ciliata(Thunb.)Hylander

○ ○ カキドオシ　Glechoma hederacea L.subsp.grandis(A.Gray)Hara
● オドリコソウ　Lamium album L.var.barbatum(Sieb.et Zucc.)Franch.et Sav.
● ● ヒメオドリコソウ　L.purpureum L.
● ● ウツボグサ　Prunella vulgaris L,subsp.asiatica(Nakai)Hara

○ タイリンヤマハッカ　Rabdosia umbrosa(Maxim.)Hara var.excisinflexa(Nakai)Hara
ゴマノハグサ科　Scrophulariaceae

● ムラサキサギゴケ　Mazus miquelii Makino
● サギゴケ　M.miquelii Makino Form.albiflorus Makino
● トキワハゼ　M.pumilus(Burm.f.)van Steenis
○ ママコナ　Melampylum roseum Maxim.var.japonicum Franch.et Sav.
○ ○ キリ　Paulownia tomentosa Steud.
● タチイヌノフグリ　Veronica arvensis L.
● オオイヌノフグリ　V.persica Poir.
● ● クガイソウ　Verinicastrum sibiricum(L.)Pennell subsp.japonicum(Nakai)Yamazaki

ハエドクソウ科　Phrymaceae
ハエドクソウ　Phryma leptostachya L.var.asiatica Hara

オオバコ科　Plantaginaceae
● オオバコ　Plantago asiatica L.

ヘラオオバコ　P.lanceolta L.
スイカズラ科　Caprifoliaceae

● ウゴツクバネウツギ　Abelia spathulata Sieb.et Zucc.var.stenophylla Honda
● スイカズラ　Lonicera japonica Thunb.

○ ● ニワトコ　Sambucus racemosa L.subsp.sieboldiana(Miq.)Hara
○ ○ ○ ミヤマガマズミ　Viburnum wrightii Miq.
● ○ タニウツギ　Weigela hortensis(Sieb.et Zucc.)K.Koch

オミナエシ科　Valerianaceae
● オトコエシ　Patrinia villosa(Thunb.)Juss.

キキョウ科　Campanulaceae
● ● ツリガネニンジン　Adenophora triphylla(Thunb,)A,DC.var.japonica(Regel)Hara
● ● ホタルブクロ　Campanula punctata Lam.

キク科　Compositae
● ● ノブキ　Adenocaulon himalaicum Edgew.

● オクモミジハグマ　Ainsliaea acerifolia Sch.-Bip.var.subapoda Nakai
○ オトコヨモギ　Artemisia japonica Thunb.

○ ○ ○ ヨモギ　A.princeps Pamp.
ゴマナ　Aster glehni Fr.Schm.var.hondoensis Kitam.

○ シラヤマギク　A.scaber Thunb.
○ オケラ　Atractylodes japonica Koidz.ex Kitam.

ヤブタバコ　Carpesium abrotanoides L.
○ ダキバヒメアザミ　Cirsium amplexifolium(Nakai)Kitam.

○ ノアザミ　C.japonicum DC.
○ ダンドボロギク　Erichitites hieracifolia(L.)Raf.
○ ● ヒメジョオン　Erigeron annuus(L.)Pers.

○ ヒメムカシヨモギ　E.canadaensis L.
● ヨツバヒヨドリバナ　Eupatorium chinense L.subsp.sachalinense(Fr,Schm.)Kitam.

○ ユウガギク　Kalimeris pinnatifida(Maxim.)Kitam.
○ ○ アキノノゲシ　Lactuca indica L.
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センボンヤリ　Leibnitzia anandria(L.)Turcz.

○ ○ フキ　Petasites japonicus(Sieb.et Zucc.)Maxim.
メナモミ　Siegesbeckia orientalis L.subsp.pubescens(Makino)Kitam.

○ アキノキリンソウ　Solidago virgaurea L.subsp.asiatica(Nakai)Kitam.
ヤブレガサ　Syneilesis palmata(Thunb.)Maxim.

● オヤマボクチ　Synurus pungens(Franach.et Sav.)Kitam.
● ● エゾタンポポ　Taraxacum hondoense Nakai ex H.Koidz.
● ● セイヨウタンポポ　T.officinale Weber
○ ヤクシソウ　Youngia denticulata(Houtt.)Kitam.

単子葉植物　MONOCOTYLEDONEAE
A B C D

ユリ科　Liliaceae
● ヒメニラ　Allium monanthum Maxim.
● ○ オオウバユリ　Cardiocrinum cordatum(Thunb.)Makino var.glehnii(Fr.Schm.)Hara

● ホウチャクソウ　Disporum sessile Don
● ● チゴユリ　D.smilacinum A.Gray
● ● ○ ショウジョウバカマ　Heloniopsis orientalis(Thunb,)C.Tanaka
● ● ヤブカンゾウ　Hemerocallis fulva(L.)L.var.kwanso Regel
○ オオバギボウシ　Hosta montana F.Maekawa
● ○ ○ ヤマユリ　Lilium auratum Lindl.

クルマユリ　L.medeoloides A.Gray
◎ ヒメサユリ　L.rubellum Baker

● ミヤマナルゴユリ　Polygonatum lasianthum Maxim.
● ● アマドコロ　P.odoratum(Miller)Druce var.pluriflorum(Miq.)Ogwi

○ ツルボ　Scilla scilloides(Lindl.)Druce
○ ○ ● サルトリイバラ　Smilax china L.

● ヤマジノホトトギス　Tricyrtis affinis Makino
● アオヤギソウ　Veratrum maackii Regel var.parviflorum(Miq.)Hara et Mizusima

ヒガンバナ科　Amaryllidaceae
キツネノカミソリ　Lycoris sanguinea Maxim.

ヤマノイモ科　Dioscoreaceae
○ ○ ヤマノイモ　Dioscorea japonica Thunb.

○ ウチワドコロ　D.nipponica Makino
オニドコロ　D.tokoro Makino

アヤメ科　Iridaceae
○ ○ シャガ　Iris japonica Thunb.

ツユクサ科　Commelinaceae
○ ○ ツユクサ　Commelina communis L.

イネ科　Gramineae
○ アキメヒジワ　Digitaria violascens Link

○ ○ チヂミザサ　Oplismenus undulatifolius(Arduino)Roem.Et Schult.
○ ○ ススキ　Miscanthus sinensis Anderss.
○ アキノエノコログサ　Setaria faberi Herrm.
○ キンエノコロ　S.glauca(L.)Beauv.
○ オオエノコログサ　Setaria x pycnocoma(Steud.)Henr.ex Nakai
○ エノコログサ　S.viridis(L.)Beauv.

タケ科　Bambusaceae
○ ○ ヤダケ　Pseudosasa japonica(Sieb.et Zucc.)Makino
○ ○ ○ チマキザサ　Sasa palmata(Marl.)Nakai

サトイモ科　Araceae
● ● ● キタマムシグサ　Arisaema penisulae Nakai subsp.boreat(Nakai)Serisawa

カヤツリグサ科　Cyperaceae
● カサスゲ　Carex dispalata Boott

オクノカンスゲ　C.foliosissima Fr.Schm.
● ● タガネソウ　C,siderosticta Hance
○ ○ ○ ミチノクホンモンジスゲ　C.stenostachys Franch.et Sav.var.cuneata(Ohwi)Ohwi et T.Koyama

ラン科　Orchidaceae
● サイハイラン　Cremastra appendiculata(D.Don)Makino

● ○ ○ シュンラン　Cymbidium goeringii(Reichb.f.)Reichb.f.
● ヤマサギソウ　s p

（平成 22 年６月 31 日 現在）
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植栽木・果樹　目録
イチョウ　Ginkgo bloba L　（イチョウ科）

エドヒガン　Prunus spachiana(Lavallee ex H.Otto)Kitamura forma ascendes(Makino)K.Itamura　（バラ科）

ソメイヨシノ　Prunus × yedoensis Matsum.　（バラ科）

ヤマブキ　Kerria japonica(Thunb.)DC.　（バラ科）

スギ　Cryptomeria japonica D.Don　（スギ科）

イチジク　Ficus carica L.　（クワ科）

シャガ　Iris japonica Thunb.　（アヤメ科）

サクランボ　Prunus ssp.　（バラ科）

セイヨウミザクラ　Prunus avium L.

ブドウ　Vitis vinifera L.

モモ　Prunus persica Batsh.　（バラ科）

キリ　Paulownia tomentosa Steud.　（ノウゼンカズラ科）

カキ　Diospyros kaki Thunb.　（カキノキ科）

スモモ　Prunus salicina Lindl.　（バラ科）

ヒメコウゾ（コウゾ）　Broussonetia kazinoki Sieb.　（クワ科）

クワ（ヤマクワ）　Morus bombycis Koidz.

ウルシ　Rhus verniciflua Stockes　（ウルシ科）

モウソウダケ　Phyllostachys heterocycla Matsum.forma pubescens Muroi　（イネ科）

イヌエンジュ　Maackia amurensis Ruprech.et Maxim.var.burergeri(Maxim.)Schneid.
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